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　亜熱帯のやんばるでも、近頃は朝夕涼しく、秋を感じられる日も多くなってきましたね。森に住むケナガ
ネズミも活動が活発になり、10月から春頃までにかけて繁殖期に突入します。道路に出てくる頻度も高まり、
悲しいことに交通事故も増える傾向にあります。10月はいつも以上に路上の生き物に注意し、安全運転を
心がけましょう。

　急に飛び出してきたり、道路で餌を食べていることもあります。夜間は見通しが悪いので、
いつも以上に気をつけましょう。

　ケナガネズミが民家に入り込み、ネズミ罠に誤ってかかってしまう事例が発生しています。罠にかかってし
まった、家屋から出て行かないなどお困りごとがあれば、ご相談ください。

　ケナガネズミは非常に鋭い前歯をもっており、寄生虫や感染症のおそれもあるため
絶対に素手でさわらないでください。

★県道2号線は特に注意！交通事故が多発しています！
★夜間は特に路上の生き物に気をつけて！

★見つけても絶対に素手でさわらないこと！

　小さなカゴ罠を用いるなど、ケナガネズミを捕獲しない・傷つけない配慮をお願いします。
★ネズミ捕り罠はなるべく非捕殺式のものを

　ケナガネズミが家屋に侵入しないように、網戸の破れや隙間などはふさいでおきましょう。
★家屋への侵入をふせぎましょう

受付の準備ができ次第、
ウフギー自然館のホームページ、
フェイスブックで告知いたします。
みなさまのご参加を
お待ちしております！

１/18 土 マングースバスターズ
体験会＆講演会（仮）
＠大宜味村

２/23 日 東村の集落
おさんぽ会（仮）
＠東村

鳥取県出身、10月で62歳
になります。
やんばるでは、海神やシヌ
グなど、古くから伝わる地
域の伝統文化を体験して
みたいです。

10月はケナガネズミのSTOP! ロードキル月間です

ケナガネズミが民家に侵入する事例が発生しています

ウフギー自然館の新メンバーを紹介します

やんばる自然体験活動協議会主催イベント これからの予定

　０９８０-５０-１０２５
環境省やんばる野生生物保護センター ウフギー自然館

　０９０-６８５７-８９１７
クイナダイヤル　NPO法人どうぶつたちの病院沖縄
※死亡以外

11月

12月

1月

2月

＊一部イベント名称は仮タイトルです。
＊状況により日程や内容が変更になる場合があります。

ホームページは
こちら
▼

Facebook
ページはこちら

▼

田中 国彦（国立公園高付加価値化企画官）

11/９ 土

11/17 日

講演会

『やんばるの森に生きる日本最大のネズミ
　─ケナガネズミの生態を知る─』
＠国頭村 保健センター

与那フィールド観察会（仮）
＠国頭村 琉球大学与那フィールド

12/21 土 ゾウムシのお話（仮）
＠大宜味村

詳しくはHPを
ご確認ください。▼傷ついている・死んでいる

希少動物を見かけたら
お電話ください!! 生きものには

直接手で触れないで
ください。

前任地
山陰海岸国立公園（京都府・兵庫県・鳥取県）
大山隠岐国立公園（鳥取県・島根県・岡山県）
どちらも沖縄に負けないくらい海岸線の美しい公園です。

趣味
温泉・サウナ・マリンスポーツ・ドライブなど。
元トライアスリートで、全日本トライスロン協会審判員の
資格も持っています。

千葉県出身、今年で24歳に
なります。
学生時代に4年間を過ごした
沖縄を忘れる事ができず、
今年4月より戻って参りまし
た。冷凍庫のゆとりは心のゆ
とりということで、引越し後
すぐに大きな冷凍庫を購入
しました。
海も山も大好きなので、豊か
な自然が広がる地、やんばる
は私にとってまさにこの世
の楽園…！ 仕事も頑張り
つつ楽しみ尽くします。

有働 竜也
 （アクティブ・レンジャー）

趣味
旅行、海遊び、生物観察など
主に外に出ることが好きです。

! !

やんばる地域で外来ヘビを見かけたらご連絡ください！
●外来ヘビとは
外来ヘビとは、人によって他の地域から持ち込まれたヘビ類を指します。沖縄本島に生息する外来ヘビで、特に生態系への影
響が大きいとされるのが台湾原産のタイワンハブとタイワンスジオです。タイワンハブは名護市を中心に、タイワンスジオ
は恩納村やうるま市などに定着しています。
●引き起こす問題
やんばる地域に侵入した場合、ヤンバルクイナなどの希少な生き物への影響が強く懸念されています。また、タイワンハブは
毒を持つことから人への咬傷被害の恐れもあります。

無毒。全長180～270cｍ。
森や草むら、人家近くにも生息。

※尻尾の黒い筋が特徴。

タイワンスジオ
有毒。全長80～130cm。
気性は荒く攻撃的。森林から
集落内まで幅広い環境に生息。

※背中と体の横側に並ぶ楕円
形の模様が特徴。
頭部は三角形。

タイワンハブ

【もしやんばる地域で見かけたらご連絡を! 】 やんばる3村　▶ウフギー自然館：☎0980-50-1025
やんばる3村外▶沖縄県自然保護課：☎098-866-2243

ウフギー自然館は現在改装工事のため閉館中ですが、イベントや講演会は今まで通り開催しております！
ここでは、これからの予定をお知らせいたします。



3村のエコツーリズム推進全体構想について

世界自然遺産登録地域周辺における自然を活用した地域活性化

環境省では、「やんばる国立公園の面的魅力向上モデル事業」を進めるにあたり、モデル事業の基本構想（案）を
やんばる3村、関係行政機関、観光協会等とともに作成中です。
この中で、「やんばるの魅力や課題、将来像」などのとりまとめを予定していることから、地域住民・団体の皆様
から、やんばるに対する想いや考えを伺う場のひとつとして、「地域ワークショップ」を開催しています。

ワークショップの様子や意見交換の内容を「ワークショップ通信」としてまとめていますので、ご関心のある方
は、やんばる自然保護官事務所の田中までご連絡ください。

環境省では、国立公園の来訪者に長期間滞在してもらい、国立公園の美しい自然環境の中
で、感動や学びの体験等の様々な地域の魅力を体験できるように、地域全体の魅力向上に取
り組みます。滞在型・高付加価値観光を推進するために、全国35公園のうち4つの国立公園
（①やんばる、②十和田八幡平、③中部山岳、④大山隠岐）で、新たにモデル事業を開始しています。

魅力的な自然環境を基盤とし、地域の歴史・文化・生活を踏まえた、本物の価値に基づく感動や学びの体験を提供し、利用者に自
己の内面の変化を起こすと共に、関係者が、持続可能で責任ある観光の姿勢を共有し、保護と利用の好循環を目指すものです。
※単に富裕層を対象とした高額で豪華な宿泊施設やサービスを提供することを意味するものではありません。

　2024年に国頭村エコツーリ
ズム推進協議会を設置し、9月頃
から部会において国頭村におい
て豊かで貴重な自然環境が持続
的に保護され、適切に利用され
ることで広く地域振興にも貢献
するエコツーリズムを実現する
ための構想について検討を開始
しています。

国立公園管理運営計画の策定について

やんばる国立公園のビジョン（管理運営計画の一部を抜粋）

　○生物多様性を守り続ける国立公園
　○自然と共生した暮らしや文化の多様性を維持継承する国立公園
　○生物多様性や文化多様性を実感できる国立公園
　○地域振興に寄与する国立公園　　○多様な人々が参画・協働する国立公園

やんばるの亜熱帯照葉樹林 森林トレッキング

国立公園の高付加価値化とは!?

地域ワークショップ開催中!!

国立公園の面的魅力向上モデル事業について

やんばる国立公園が選ばれた理由
選定のポイント

沖縄島北部に位置し、国内最大級の亜熱帯照葉樹林が広がる。ヤンバルクイナなど固有で希少な動植物が多く
生息・生育し、カルストやマングローブ林など多様な自然環境を有する。集落では、自然の恵みに感謝しながら
日々の生活が営まれており、そのような生活文化が色濃く残っているのも特長。2021年7月に「奄美大島、徳之
島、沖縄島北部及び西表島」として世界自然遺産に登録。

概要

国頭村
　2008年からおおぎみツーリ
ズム推進協議会を設置して検討
を重ね、大宜味村エコツーリズ
ム推進全体構想（案）を作成して
います。現在、国の認定を受ける
ための調整を行っています。

　2024年に東村エコツーリズム
推進協議会を設置し、9月頃から
ワーキング部会において東村に
おいて豊かで貴重な自然環境が
持続的に保護され、適切に利用
されることで広く地域振興にも
貢献するエコツーリズムを実現
するための構想について検討を
開始しています。

　2019年から有識者、関係行政機関等によって構成する管理運営計画検討会と、やんばるを５地域に分けた地域部会において地域の
関係者も交えて検討を進め、管理運営計画の案を作成しました。その管理運営計画の案について10月ごろから1ヶ月程度、皆様から
幅広く意見を募集するためにパブリックコメントを予定しています。
　以下のHPを御確認いただき、ご意見等がございましたら、HP記載の方法にてご意見をお寄せいただくようにお願いします。
　いただいたご意見を踏まえて検討した上で、今年度中の策定を目指しています。

検討経緯と今後の流れ

【URL】 https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public

　管理運営計画とは？

　地域の実情に即した国立公園管理を行う上で、地域の多様な関係者と国立公園の目指すべ
き姿や将来目標、国立公園の保護と利用の推進すべき方向性について共通認識を持つため、
国立公園毎に「ビジョン（国立公園として目指すべき姿）」、「管理運営計画方針」、「保全や適正
利用の推進」、「認可の取り扱い」などについて定めるものです。

大宜味村 東村

　2024年9月3日に奄美大島においてマングースの根絶が宣言されました。マングースはハブなどの駆除
を目的として1910年に沖縄島に導入され、その後1979年に奄美大島でも沖縄島から運ばれた30頭が放
されたとされています。しかし、ハブの天敵とはならず、代わりにアマミノクロウサギなど多くの在来種を
捕食し、生態系に大きな被害を与えました。環境省は2000年から対策を本格化し、わなによる捕獲や探索
犬を使用した防除事業が実施されてきました。それによりマングースの生息数は順調に縮小し、2018年
4月を最後に捕獲はなく、根絶したと判断するに至りました。奄美大島のような複雑な地形を有する大面積
の島でマングースを根絶できたことは、世界的にも例のない成果です。
　一方の沖縄島では未だ多くのマングースが生息しています。環境省と沖縄
県では、ヤンバルクイナなど固有種が多く生息するやんばる地域において防
除事業を実施しており、塩屋湾から福地ダムにかけて設置している第一北上
防止柵（SFライン）の北側からの完全排除を目指しています。奄美で蓄積さ
れた知見も活かしつつ、やんばるでも目標達成に向けて引き続き防除事業に
取り組んでいきます。

奄美大島でマングースの根絶が宣言されました!!


